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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）カチオン性殺菌剤として塩化ベンゼトニウム及び塩化セチルピリジニウムのうち
の少なくとも１つ、及び（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－
ピロリドンカルボン酸塩を含有し、
　前記成分（Ａ）の含有量が０．０２質量％以下であり、かつ
　前記成分（Ｂ）の含有量が０．０１質量％以下であり、さらに
　前記成分（Ｂ）に対する前記成分（Ａ）の含有量比（（Ａ）／（Ｂ））が０．５～１０
であることを特徴とする液体口腔用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体口腔用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　口腔内の粘つきや口臭などの不快感は口腔内細菌やタンパク質に起因しており、特に粘
つき感は唾液由来のタンパク質がその一因であると考えられる。口腔内細菌は口腔内で増
殖してプラーク（歯垢）となる。唾液由来のタンパク質やプラーク等の粘性物質による口
腔内の汚れはう蝕や歯周病の原因にもなり、このような口腔内の不快感を低減し、口腔内
を健全に保つために歯磨き剤や洗口剤等の口腔用組成物が利用されている。
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【０００３】
　口腔用組成物には、種々の用途に応じた機能を付与するために多種多様の成分が含有さ
れており、親水性であるカチオン性界面活性剤は口腔内で多様な作用を示すため広く利用
されている。カチオン性界面活性剤の一種であるＮ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニ
ンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩は、抗菌、洗浄等の効果を有し、例えば、特許
文献１には、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボ
ン酸塩を含有する口腔用抗歯周病内毒素剤が提案されている。
【０００４】
　また、親水性の界面活性剤を有効成分と併用することにより該有効成分の効果を向上さ
せることも提案されており、例えば、特許文献２には、非水溶性ビタミン類等の非水溶性
薬効剤と親水性界面活性剤とエタノールとを含有する口腔用組成物が開示されており、親
水性界面活性剤としてＮ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリド
ンカルボン酸塩が挙げられている。
【０００５】
　一方、カチオン性殺菌剤は、口腔内細菌に対して殺菌活性が高いため、う蝕や歯周病の
原因であるプラークの抑制等を目的として、当該殺菌剤を配合した口腔用組成物が広く用
いられている。例えば、特許文献３には、カチオン性殺菌剤、カチオン性高分子、及びラ
ウロイルグルタミン酸塩及び／又はミリストイルグルタミン酸塩を含有してなる口腔用組
成物が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－１３８７号公報
【特許文献２】特開平４－５２２１号公報
【特許文献３】特開２０１３－２０３６７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　口腔内に留まった唾液由来のタンパク質やプラーク等の粘性物質は濃縮されて粘性が高
くなることで不快感が強まり、また除去も困難となる。カチオン性界面活性剤やカチオン
性殺菌剤は口腔用組成物に配合することで口腔内の粘つきの原因にもなる粘性物質を凝集
させ除去する効果が期待される。しかし、液体の口腔用組成物においてこれらの効果を期
待するには相当量のカチオン性界面活性剤やカチオン性殺菌剤を配合することになるが、
使用時の苦味が強くなり、使用感に悪影響を与えるという問題があった。
【０００８】
　本発明の目的は、唾液由来のタンパク質やプラーク等の粘性物質を効果的に除去して口
腔内の粘つき感を解消し得ると共に、使用時の苦味がほとんどなく、使用感に優れた液体
口腔用組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは鋭意検討を重ねた結果、液体口腔用組成物において、カチオン性殺菌剤と
カチオン性界面活性剤とを組み合わせ、かつ特定の比で配合することで上記課題を解決す
ることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１０】
　すなわち本発明は以下の（１）～（２）によって達成される。
（１）（Ａ）カチオン性殺菌剤及び（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチ
ル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩を含有し、前記成分（Ａ）の含有量が０．０２質量％
以下であり、かつ前記成分（Ｂ）に対する前記成分（Ａ）の含有量比（（Ａ）／（Ｂ））
が０．５～１０であることを特徴とする液体口腔用組成物。
（２）前記（Ａ）カチオン性殺菌剤が、塩化ベンゼトニウム及び塩化セチルピリジニウム
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のうちの少なくとも１つであることを特徴とする前記（１）に記載の液体口腔用組成物。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の液体口腔用組成物は、（Ａ）カチオン性殺菌剤と、カチオン性界面活性剤とし
て（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸
塩とを含有し、これら２成分を特定の含有比で併用することによって相乗的に作用し、唾
液由来のタンパク質等が濃縮した粘性物質が凝集し不溶化させることができる。それによ
って洗口等により口腔内の粘性物質の除去効果を高めることができ、口腔内のねばつき感
を取り除くことができる。また使用時の苦味も無く、口腔内での使用感を向上させること
ができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について更に詳しく説明する。
　本発明の液体口腔用組成物は、（Ａ）カチオン性殺菌剤（以下、成分（Ａ）ということ
もある。）及び（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリド
ンカルボン酸塩（以下、成分（Ｂ）ということもある。）を含有する。
【００１３】
　本発明のカチオン性殺菌剤としては、例えば、塩化ベンゼトニウム、塩化セチルピリジ
ニウム、塩化ベンザルコニウム、塩酸クロルヘキシジン、グルコン酸クロルヘキシジン等
が挙げられ、これらは１種を単独で用いてもよく２種以上を組み合わせて用いてもよい。
これらの中でも、上記の粘性物質の凝集・不溶化が促進され、口腔内の粘性物質を良好に
除去することができること、並びに使用時に苦味等の不快感も抑制されるという観点から
、塩化ベンゼトニウム、塩化セチルピリジニウムを用いることが好ましく、塩化ベンゼト
ニウムがより好ましい。
【００１４】
　カチオン性殺菌剤の含有量としては、液体口腔用組成物中、０．０２質量％以下である
ことが好ましく、０．００５～０．０２質量％の範囲であることがより好ましい。カチオ
ン性殺菌剤の含有量が０．０２質量％以下であると、使用時に苦味を十分に抑えることが
できる。また、カチオン性殺菌剤の含有量の下限は特に限定されないが、成分（Ｂ）のＮ
－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩との相乗
効果を十分に得るために、０．００５質量％以上を含有させることが好ましい。
【００１５】
　本発明のＮ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン
酸塩は、アミノ酸の一種であるＬ－アルギニンと、ヤシ油脂肪酸と、エタノールと、ピロ
リドンカルボン酸（ＰＣＡ）から得られるアミノ酸系カチオン性界面活性剤である。Ｎ－
ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩としては、
市販されているものを利用することができ、例えば、味の素ヘルシーサプライ株式会社製
「ＣＡＥ」（商品名）等を使用することができる。
【００１６】
　Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩の含
有量としては、液体口腔用組成物中、０．０１質量％以下であることが好ましく、０．０
０２～０．０１質量％の範囲であることがより好ましい。Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－
アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩の含有量が０．０１質量％以下である
と、使用時に苦味を十分に抑えることができる。また、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－ア
ルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩の含有量の下限は特に限定されないが、
成分（Ａ）のカチオン性殺菌剤との相乗効果を十分に得るために、０．００２質量％以上
を含有させることが好ましい。
【００１７】
　本発明において、（Ａ）カチオン性殺菌剤と（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アル
ギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩とを特定の含有比で併用することにより唾
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液由来のタンパク質等の除去効果が向上するメカニズムは明らかではないが、成分（Ａ）
、成分（Ｂ）がタンパク質の高次構造の別々の部分に相乗的に作用して、タンパク質を変
性しやすくすることにより、唾液由来のタンパク質の凝集性を向上させ、洗口等によりタ
ンパク質等の除去効果を向上するものと考えられる。
　そのため、成分（Ａ）、成分（Ｂ）を共に低濃度で用いても相乗効果を発揮することが
でき、各成分の使用量を少なくすることで口腔内での使用時に苦味を抑えて、使用感を向
上させることができる。
【００１８】
　本発明の液体口腔用組成物において、（Ａ）カチオン性殺菌剤と（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪
酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩は、成分（Ｂ）に対す
る成分（Ａ）の含有量比（（Ａ）／（Ｂ））が０．５～１０となるように含有させる。（
Ａ）／（Ｂ）が前記範囲であると、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の十分な相乗効果が得られる
。
【００１９】
　なお、本発明においては、成分（Ａ）の含有量が０．０２質量％以下であり、かつ成分
（Ｂ）に対する成分（Ａ）の含有量比（（Ａ）／（Ｂ））が０．５～１０の範囲で成分（
Ａ）と成分（Ｂ）を含有させることが好適な態様として示される。
【００２０】
　本発明の液体口腔用組成物には、本発明の効果を損なわない限り、口腔内に適用できる
各種成分を含有することができ、例えば、溶媒、湿潤剤、甘味料、殺菌剤（カチオン性殺
菌剤以外の殺菌剤）、界面活性剤（Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギニンエチル・Ｄ
Ｌ－ピロリドンカルボン酸塩以外の界面活性剤）、ｐＨ調整剤、酵素、イオン源、防腐剤
、香料、生薬、色素等が挙げられる。
【００２１】
　溶媒としては、例えば、精製水、イオン水等の水、エタノール等のアルコールなどが挙
げられる。
【００２２】
　湿潤剤としては、例えば、グリセリン、エチレングリコール、プロピレングリコール、
１，３－ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等が
挙げられる。
【００２３】
　甘味料としては、例えば、ステビアサイド、キシリトール、エリスリトール、マルチト
ール、ソルビトール、サッカリンナトリウム、スクラロース、還元パラチノース、アスパ
ルテーム等が挙げられる。
【００２４】
　カチオン性殺菌剤以外の殺菌剤としては、例えば、トリクロサン、イソプロピルメチル
フェノール、ヒノキチオール、チモール、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン液等が挙
げられる。
【００２５】
　界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、アニオン性界面
活性剤又は両性界面活性剤が挙げられ、具体的には、ノニオン性界面活性剤としては、グ
リセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸ジエ
タノールアミド、脂肪酸モノグリセライド、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレン硬化ヒマシ油、アルキルグルコシド、ポリオキシエチレンポリオキシプロ
ピレンブロックコポリマー等が挙げられ、カチオン性界面活性剤としては、塩化アルキル
トリメチルアンモニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウム等が挙げられ、アニオン
性界面活性剤としては、硫酸エステル塩、α－オレフィンスルホン酸塩、スルホコハク酸
塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、アシル化メチルタウリン塩等が挙げられ、両性界面活性剤と
しては、酢酸ベタイン型活性剤、イミダゾリン型活性剤等が挙げられる。
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【００２６】
　ｐＨ調整剤としては、例えば、リン酸一ナトリウム、リン酸二ナトリウム、クエン酸ナ
トリウム、クエン酸、グルコノ－δ－ラクトン、グルコン酸ナトリウム、酢酸ナトリウム
及びこれらの水和物等が挙げられる。
【００２７】
　酵素としては、例えば、プロテアーゼ、デキストラナーゼ、アミラーゼ、ムタナーゼ、
リゾチーム等が挙げられる。
【００２８】
　イオン源としては、例えば、フッ化ナトリウム、モノフルオロリン酸塩、フッ化第一ス
ズ等のフッ素イオン源、リン酸カルシウム、ハイドロキシアパタイト等のリン酸イオン源
が挙げられる。
【００２９】
　防腐剤としては、例えば、パラヒドロキシ安息香酸エステル、安息香酸ナトリウム、フ
ェノキシエタノール等が挙げられる。
【００３０】
　香料としては、例えば、ペパーミント油、スペアミント油、ハッカ油、ユーカリ油、ク
ローブ油、タイム油、ローズマリー油等の天然精油、ｌ－メントール、ｌ－カルボン、カ
ルバクロール、オイゲノール、アネトール、１，８－シネオール、ヒノキチオール、チモ
ール等の香料成分、これらの混合物、天然香料、調合香料、合成香料等が挙げられる。
【００３１】
　生薬としては、例えば、オウバクエキス、トウキエキス、ニンジンエキス、ウイキョウ
エキス等が挙げられる。
【００３２】
　色素としては、例えば、青色１号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２（１）号、赤色１
０２号、緑色３号、緑色２０１号等が挙げられる。
【００３３】
　本発明の液体口腔用組成物は、洗口液、液状歯磨き、口中清涼剤、うがい薬（含嗽剤）
等の形態として用いることができる。これらは公知の手段により製剤とすることができる
。
【００３４】
　例えば、洗口液とするには、水及びエタノール等を溶媒とし、各種成分を添加して常法
によって調製すればよい。例えば、洗口液は、各成分を撹拌下で順次混合することで調製
することができる。
【００３５】
　本発明の液体口腔用組成物では、ｐＨ調整剤等によりｐＨを５～１０とすると口腔内で
の使用感を良好とできる。更にエタノールの使用量を洗口液全量に対して２５質量％以下
、好ましくは１０質量％以下の範囲とすると口腔内での刺激を抑えることができるので好
ましい。また、本発明の液体口腔用組成物を洗口液として口腔内に適用する場合、例えば
、１５～６０秒間程度、口腔内でゆすぐように使用することで、本発明の液体口腔用組成
物を口腔内に十分ゆきわたらせることができる。
【実施例】
【００３６】
　以下、本発明を実施例及び比較例により更に説明するが、本発明は下記例に制限される
ものではない。
【００３７】
＜試験例１＞
（液体口腔用組成物の調製）
　精製水に、塩化ベンゼトニウム（ＢＴＣ）及び／又はＮ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－ア
ルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩（味の素ヘルシーサプライ株式会社製「
ＣＡＥ」（商品名））を表１に記載の配合量で添加し撹拌し、検体１～１６を調製した。
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なお、検体１～１０は比較例であり、検体１１～１６は実施例である。
【００３８】
（ムチン除去率の測定）
　下記手順により、粘性物質としてのムチン除去率を測定した。
（１）ムチン（株式会社高研製「マリンムチン１％」（商品名））、水及び青色１号０．
１％水溶液を容量比５：９：１の割合で混合し、ムチン溶液を合計６０ｍＬ調製した。
（２）１．５ｍＬマイクロチューブに、上記調製した検体４００μＬとムチン溶液４００
μＬを入れ、１５秒間、ボルテックスミキサーで混合した。
（３）その後、１００００ｒｐｍで３分間遠心分離し、凝集物を沈殿させた。
（４）上清２００μＬを９６穴マイクロプレートに取り、波長６３０ｎｍにおける吸光度
を測定した。また、ブランク（対照）として検体の代わりに精製水を用いた場合の吸光度
を測定した。
（５）下記式により、ムチン除去率を算出した。
　　ムチン除去率（％）＝（１－検体の吸光度／対照の吸光度）×１００
【００３９】
　試験は３回行い、その平均値を求めた。結果を表１に示す。
　なお、ムチン除去率（％）が高いほど、粘性物質の凝集・不溶化が促進され、口腔内の
粘性物質を良好に除去することができる。
【００４０】
【表１】

【００４１】
＜試験例２＞
（液体口腔用組成物の調製）
　表２に示す処方に従い、各成分を撹拌下で混合して検体１７～２３を調製した。なお、
検体１７におけるＢＴＣとＣＡＥの構成は試験例１の検体２に相当し、検体１８～２３は
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それぞれ検体３、４、７、８、１１及び１４に相当する。検体１７～２１は比較例であり
、検体２２、２３は実施例である。
【００４２】
（官能評価試験）
　１５名のパネラー（健常成人男性８名、健常成人女性７名）により、検体を口に含んだ
際の使用感（苦味）について下記の評価基準で判定を行い、平均を求めた。結果を表２に
示す。
〔評価基準〕
　　３点：苦味を感じない。
　　２点：やや苦味を感じる。
　　１点：苦味を感じるが、使用上問題はない。
　　０点：苦味が強く、使用できない。
【００４３】
【表２】

【００４４】
　表１の結果から、（Ａ）カチオン性殺菌剤（ＢＴＣ）と（Ｂ）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル
－Ｌ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩（ＣＡＥ）を配合した検体１１
～１６は、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）が低濃度であるにもかかわらず、それらを単独で使
用した場合よりもムチン除去率（％）が高く、両者が相乗的に作用している。具体的に、
例えば検体１５は、検体５（成分（Ａ）単独）と検体８（成分（Ｂ）単独）を組み合わせ
た例であるが、検体５が、ムチン除去率（平均）が１．６％であり、検体８が、ムチン除
去率（平均）が５．７％であったのに対し、検体１５はムチン除去率（平均）が３０．４
％と大幅に除去率が高まっている。したがって成分（Ａ）と成分（Ｂ）が低濃度であって
も両者を併用することで、ムチン除去の相乗的な効果が得られ口腔内の粘性物質を十分に
除去し得ることが明らかとなった。また、表２の結果から、本発明の実施例である検体２
２、２３は官能評価結果が１．５以上であり、使用時の苦味も十分に抑えられ、使用感に
優れることが明らかとなった。
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